
(57)【要約】

【課題】事前充電及びインパルシブ駆動を並行するとき

に生じる画質悪化を減らす。

【解決手段】　ゲート線群、正常データ電圧及びインパ

ルシブデータ電圧を交互に伝達するデータ線、スイッチ

ング素子、画素を含む。各ゲート線群に連結されゲート

オン電圧を順次に印加する複数のゲート駆動回路、デー

タ電圧をデータ線に印加するデータ駆動部、ゲート駆動

部及びデータ駆動部を制御する信号制御部を含む。画素

は、１フレーム期間内に、正常データ電圧を少なくとも

２回、インパルシブデータ電圧を少なくとも１回印加を

受け、正常データ電圧はゲート線に沿って継続して順次

に印加される。これにより、ゲートオン電圧を順次に印

加するゲート駆動回路が変わっても、事前充電用ゲート

オン電圧が継続して伝達されるので、事前充電が円滑に

行われる。

【選択図】　　　図３a
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ゲ ー ト オ ン 電 圧 を 伝 達 す る 複 数 の ゲ ー ト 線 群 と 、
　 正 常 デ ー タ 電 圧 及 び イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧 を 交 互 に 伝 達 す る 複 数 の デ ー タ 線 と 、
　 前 記 ゲ ー ト 線 及 び 前 記 デ ー タ 線 に 連 結 さ れ 、 前 記 ゲ ー ト オ ン 電 圧 に よ っ て 導 通 し て 前 記
デ ー タ 電 圧 を 伝 達 す る ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 含 み 、 行 列 状 に 配 列 さ れ て い る 複 数 の 画 素 と 、
　 前 記 各 ゲ ー ト 線 群 に 連 結 さ れ 前 記 ゲ ー ト オ ン 電 圧 を 順 次 に 印 加 す る 複 数 の ゲ ー ト 駆 動 回
路 と 、
　 前 記 デ ー タ 電 圧 を 前 記 デ ー タ 線 に 印 加 す る デ ー タ 駆 動 部 と 、
　 前 記 ゲ ー ト 駆 動 部 及 び 前 記 デ ー タ 駆 動 部 を 制 御 す る 信 号 制 御 部 と 、 を 含 み 、
　 前 記 画 素 は 、 １ フ レ ー ム 期 間 内 に 、 前 記 正 常 デ ー タ 電 圧 を 少 な く と も ２ 回 、 前 記 イ ン パ
ル シ ブ デ ー タ 電 圧 を 少 な く と も １ 回 印 加 を 受 け 、
　 前 記 正 常 デ ー タ 電 圧 の 印 加 は 、 前 記 ゲ ー ト 線 に 沿 っ て 継 続 し て 順 次 に 行 わ れ る 、 イ ン パ
ル シ ブ 駆 動 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 信 号 制 御 部 は 、 前 記 ゲ ー ト オ ン 電 圧 の 持 続 時 間 を 限 定 す る 複 数 の 出 力 イ ネ ー ブ ル 信
号 を 、 前 記 ゲ ー ト 駆 動 集 積 回 路 に 各 々 印 加 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の イ ン パ ル シ ブ 駆 動 液 晶
表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 出 力 イ ネ ー ブ ル 信 号 は 、 各 々 前 記 イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧 を 遮 断 す る た め の 第 １ 波
形 と 、 前 記 正 常 デ ー タ 電 圧 を 遮 断 す る た め の 第 ２ 波 形 と 、 を 有 す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の イ
ン パ ル シ ブ 駆 動 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 出 力 イ ネ ー ブ ル 信 号 の う ち の 二 つ は 、 所 定 期 間 中 に 同 時 に 第 １ 波 形 を 有 す る 、 請 求
項 ３ に 記 載 の イ ン パ ル シ ブ 駆 動 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 同 時 に 第 １ 波 形 を 有 す る 前 記 二 つ の 出 力 イ ネ ー ブ ル 信 号 は 、 隣 接 す る ゲ ー ト 駆 動 回
路 に 印 加 さ れ る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の イ ン パ ル シ ブ 駆 動 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 所 定 期 間 中 に 少 な く と も 三 つ の ゲ ー ト 線 に 連 結 さ れ た 画 素 が 同 時 に 前 記 正 常 デ ー タ
電 圧 の 印 加 を 受 け る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の イ ン パ ル シ ブ 駆 動 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 ゲ ー ト 駆 動 回 路 の 数 は 三 つ 以 上 で あ り 、 前 記 所 定 期 間 を 除 く 残 り の 期 間 に は 、 少 な
く と も 二 つ の ゲ ー ト 駆 動 回 路 に 印 加 さ れ る 出 力 イ ネ ー ブ ル 信 号 が 前 記 第 ２ 波 形 を 有 す る 、
請 求 項 ５ に 記 載 の イ ン パ ル シ ブ 駆 動 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 正 常 デ ー タ 電 圧 は 次 隣 接 画 素 行 に 印 加 さ れ る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の イ ン パ ル シ ブ 駆 動
液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 正 常 デ ー タ 電 圧 は ド ッ ト 反 転 ま た は ラ イ ン 反 転 す る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の イ ン パ ル シ
ブ 駆 動 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 信 号 制 御 部 は 、 前 記 ゲ ー ト オ ン 電 圧 の 出 力 開 始 を 指 示 す る 垂 直 同 期 開 始 信 号 を 前 記
ゲ ー ト 駆 動 回 路 の う ち の 一 つ に 印 加 し 、
　 前 記 垂 直 同 期 開 始 信 号 は 、 前 記 正 常 デ ー タ 電 圧 の 印 加 の た め の 正 常 デ ー タ 用 パ ル ス と 、
前 記 イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧 の 印 加 の た め の イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 用 パ ル ス と を 含 む 、 請 求
項 １ 乃 至 請 求 項 ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の イ ン パ ル シ ブ 駆 動 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧 は ブ ラ ッ ク デ ー タ 電 圧 で あ る 、 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ９ の い
ず れ か 一 項 に 記 載 の イ ン パ ル シ ブ 駆 動 液 晶 表 示 装 置 。
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【 請 求 項 １ ２ 】
　 ゲ ー ト オ ン 電 圧 を 伝 達 す る 複 数 の ゲ ー ト 線 群 と 、
　 正 常 デ ー タ 電 圧 及 び イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧 を 交 互 に 伝 達 す る 複 数 の デ ー タ 線 と 、
　 前 記 ゲ ー ト 線 及 び 前 記 デ ー タ 線 に 連 結 さ れ 、 前 記 ゲ ー ト オ ン 電 圧 に よ っ て 導 通 し て 前 記
デ ー タ 電 圧 を 伝 達 す る ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 含 み 、 行 列 状 に 配 列 さ れ て い る 複 数 の 画 素 と 、
　 前 記 各 ゲ ー ト 線 群 に 連 結 さ れ 前 記 ゲ ー ト オ ン 電 圧 を 順 次 に 印 加 す る 複 数 の ゲ ー ト 駆 動 回
路 と 、
　 前 記 デ ー タ 電 圧 を 前 記 デ ー タ 線 に 印 加 す る デ ー タ 駆 動 部 と 、 を 含 み 、
　 前 記 画 素 は 、 １ フ レ ー ム 期 間 内 に 、 他 の 画 素 の 正 常 デ ー タ 電 圧 、 自 身 の 正 常 デ ー タ 電 圧
及 び 前 記 イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧 を 少 な く と も 一 回 ず つ 印 加 を 受 け 、
　 前 記 画 素 の う ち の 互 い に 異 な る ゲ ー ト 駆 動 回 路 に 前 記 ゲ ー ト 線 を 通 じ て 連 結 さ れ た 少 な
く と も 二 つ の 画 素 が 、 所 定 期 間 中 に 同 時 に 前 記 正 常 デ ー タ 電 圧 の 印 加 を 受 け る 、 イ ン パ ル
シ ブ 駆 動 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 少 な く と も 二 つ の 画 素 は 、 自 身 の 正 常 デ ー タ 電 圧 の 印 加 を 受 け る 第 １ 画 素 と 、 前 記
第 １ 画 素 の 正 常 デ ー タ 電 圧 の 印 加 を 受 け る 第 ２ 画 素 と 、 を 含 む 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の イ ン
パ ル シ ブ 駆 動 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 少 な く と も 二 つ の 画 素 は 、 前 記 第 ２ 画 素 と 同 一 の ゲ ー ト 駆 動 回 路 に 連 結 さ れ 、 前 記
第 １ 画 素 の 正 常 デ ー タ 電 圧 の 印 加 を 受 け る 第 ３ 画 素 を さ ら に 含 む 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の イ
ン パ ル シ ブ 駆 動 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 第 １ 画 素 及 び 前 記 第 ２ 画 素 は 次 隣 接 ゲ ー ト 線 に 連 結 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載
の イ ン パ ル シ ブ 駆 動 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 所 定 期 間 を 除 く 残 り の 期 間 に は 、 互 い に 異 な る ゲ ー ト 線 を 通 じ て 同 一 の ゲ ー ト 駆 動
回 路 に 連 結 さ れ て い る 二 つ の 画 素 が 、 同 時 に 前 記 正 常 デ ー タ 電 圧 の 印 加 を 受 け る か 、 少 な
く と も 一 つ の 画 素 が 前 記 イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧 の 印 加 を 受 け る 、 請 求 項 １ ２ 乃 至 請 求 項
１ ５ の い れ れ か 一 項 に 記 載 の イ ン パ ル シ ブ 駆 動 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 複 数 の ゲ ー ト 線 と 複 数 の デ ー タ 線 に 連 結 さ れ た ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 含 み 、 行 列 状 に 配 列
さ れ た 複 数 の 画 素 を 含 む 液 晶 表 示 装 置 を 、 前 記 ゲ ー ト 線 に 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 導 通 す
る た め の ゲ ー ト オ ン 電 圧 を 印 加 す る 複 数 の ゲ ー ト 駆 動 回 路 を 用 い て イ ン パ ル シ ブ 駆 動 を 行
う 、 液 晶 表 示 装 置 の イ ン パ ル シ ブ 駆 動 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 デ ー タ 線 に 正 常 デ ー タ 電 圧 及 び イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧 を 交 互 に 印 加 す る 段 階 と 、
　 前 記 ゲ ー ト オ ン 電 圧 を 前 記 ゲ ー ト 線 の 少 な く と も 二 つ ず つ を 組 ん で 順 次 に 印 加 し 、 こ れ
に 連 結 さ れ た 画 素 に 前 記 正 常 デ ー タ 電 圧 を 印 加 す る 段 階 と 、
　 前 記 ゲ ー ト オ ン 電 圧 を 前 記 ゲ ー ト 線 の う ち の 少 な く と も 一 つ に 印 加 し 、 こ れ に 連 結 さ れ
た 画 素 に 前 記 イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧 を 印 加 す る 段 階 と 、 を 含 み 、
　 前 記 ゲ ー ト 駆 動 回 路 の う ち の 二 つ が 、 各 々 前 記 ゲ ー ト オ ン 電 圧 を 所 定 時 間 中 に 同 時 に 前
記 ゲ ー ト 線 の 一 つ ず つ に 印 加 し 、 こ れ に 連 結 さ れ た 画 素 に 前 記 正 常 デ ー タ 電 圧 を 印 加 す る
、 液 晶 表 示 装 置 の イ ン パ ル シ ブ 駆 動 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 液 晶 表 示 装 置 及 び そ の 駆 動 方 法 に 関 し 、 特 に 、 イ ン パ ル シ ブ 駆 動 液 晶 表 示 装 置
及 び そ の 駆 動 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 的 な 液 晶 表 示 装 置 （ Ｌ Ｃ Ｄ ） は 、 画 素 電 極 及 び 共 通 電 極 が 具 備 さ れ た 二 つ の 表 示 板
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と 、 そ の 間 に 入 っ て い る 誘 電 率 異 方 性 を 有 す る 液 晶 層 を 含 む 。 画 素 電 極 は 行 列 状 に 配 列 さ
れ て お り 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ （ Ｔ Ｆ Ｔ ） な ど の ス イ ッ チ ン グ 素 子 に 連 結 さ れ 一 行 ず つ 順 次
に デ ー タ 電 圧 の 印 加 を 受 け る 。 共 通 電 極 は 表 示 板 の 全 面 に わ た っ て 形 成 さ れ 共 通 電 圧 の 印
加 を 受 け る 。 画 素 電 極 と 共 通 電 極 及 び そ の 間 の 液 晶 層 は 、 回 路 的 に は 液 晶 蓄 電 器 を 構 成 し
、 液 晶 蓄 電 器 は 、 こ れ に 連 結 さ れ た ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 共 に 画 素 を 構 成 す る 基 本 単 位 と な
る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 液 晶 表 示 装 置 で は 、 画 素 電 極 及 び 共 通 電 極 に 各 々 デ ー タ 電 圧 と 共 通 電 圧 を 印
加 し て 液 晶 層 に 電 界 を 生 成 し 、 こ の 電 界 の 強 度 を 調 節 し て 、 液 晶 層 を 通 過 す る 光 の 透 過 率
を 調 節 す る こ と に よ っ て 所 望 の 画 像 を 得 る 。 こ の 時 、 液 晶 層 に 一 方 向 の 電 界 が 長 く 印 加 さ
れ る こ と に よ っ て 発 生 す る 劣 化 現 象 を 防 ぐ た め に 、 フ レ ー ム 毎 、 行 毎 、 ま た は 画 素 毎 に 、
共 通 電 圧 に 対 す る デ ー タ 電 圧 の 極 性 を 反 転 す る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ が 、 デ ー タ 電 圧 の 極 性 を 反 転 す る 場 合 、 液 晶 分 子 の 応 答 速 度 が 遅 く 、 液 晶 蓄 電 器
の 目 標 電 圧 ま で の 充 電 時 間 が 長 い の で 、 画 質 が 悪 く 、 blurring現 象 が 生 じ る 。 こ の よ う な
問 題 を 解 決 す る た め に 、 短 時 間 ブ ラ ッ ク 画 面 を 挿 入 す る イ ン パ ル シ ブ （ impulsive） 駆 動
方 式 が 開 発 さ れ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 イ ン パ ル シ ブ 駆 動 方 式 に は 、 一 定 の 周 期 で バ ッ ク ラ イ ト ラ ン プ を 消 し 、 画 面 全 体 を ブ ラ
ッ ク に す る 方 法 （ impulsive emission type） と 、 実 際 の 表 示 に 関 連 す る 正 常 デ ー タ 電 圧
の 他 に 、 一 定 の 周 期 で ブ ラ ッ ク デ ー タ 電 圧 を 画 素 に 印 加 す る 方 法 （ cyclic resetting typ
e） が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し 、 前 記 方 法 で も 依 然 と し て 液 晶 の 遅 い 応 答 速 度 の 問 題 が 解 消 解 決 さ れ な い 上 に 、
バ ッ ク ラ イ ト ラ ン プ の 反 応 速 度 も 遅 く 、 画 面 の 残 像 や フ リ ッ カ ー （ flicker） 現 象 な ど が
生 じ 、 画 質 が 悪 化 す る 問 題 が あ る 。 特 に 、 ブ ラ ッ ク デ ー タ 電 圧 を 印 加 す る 方 法 の 場 合 、 正
常 デ ー タ 電 圧 の 印 加 時 間 が 減 り 、 液 晶 蓄 電 器 が 目 標 電 圧 に 到 達 で き な い 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 問 題 を 解 決 す る た め に 、 液 晶 蓄 電 器 に 正 常 デ ー タ 電 圧 が 印 加 さ れ る 前 に 、 一 定 時 間
の 間 プ リ チ ャ ー ジ （ 事 前 充 電 ） を 印 加 し て 液 晶 分 子 を 予 め あ る 程 度 配 向 す る 。 こ の よ う に
す れ ば 、 液 晶 蓄 電 器 の 現 在 電 圧 と 目 標 電 圧 と の 差 が 相 対 的 に 小 さ く な り 、 短 時 間 で 目 標 電
圧 に 到 達 で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 一 方 、 画 素 の ス イ ッ チ ン グ 素 子 は 、 液 晶 蓄 電 器 に 印 加 さ れ る デ ー タ 電 圧 を ゲ ー ト 信 号 に
従 っ て 制 御 す る 役 割 を し 、 こ れ に よ り 、 液 晶 表 示 装 置 は 、 ゲ ー ト 信 号 を 伝 達 す る 複 数 の ゲ
ー ト 線 と デ ー タ 電 圧 を 伝 達 す る 複 数 の デ ー タ 線 を 具 備 し て い る 。 ゲ ー ト 信 号 は 、 ス イ ッ チ
ン グ 素 子 を 導 通 す る ゲ ー ト オ ン 電 圧 と 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 非 導 通 す る ゲ ー ト オ フ 電 圧 か
ら な る パ ル ス 形 態 の 信 号 で あ っ て 、 通 常 、 ゲ ー ト 駆 動 回 路 と い う 回 路 要 素 で 形 成 さ れ る 。
ゲ ー ト 線 数 が 多 い 場 合 に は 複 数 の ゲ ー ト 駆 動 回 路 を 用 い る が 、 ゲ ー ト 線 を 複 数 束 ね て 該 当
ゲ ー ト 駆 動 回 路 に 連 結 す る 。 ゲ ー ト 信 号 は 、 第 １ ゲ ー ト 駆 動 回 路 か ら 形 成 さ れ て 、 こ れ に
連 結 さ れ た ゲ ー ト 線 に 順 次 に 印 加 さ れ 、 第 １ ゲ ー ト 駆 動 回 路 に 連 結 さ れ た 全 て の ゲ ー ト 線
に 対 す る 走 査 が 完 了 す れ ば 、 第 １ ゲ ー ト 駆 動 回 路 は 、 第 ２ ゲ ー ト 駆 動 回 路 に 制 御 信 号 を 送
り 、 第 ２ ゲ ー ト 駆 動 回 路 の 走 査 動 作 を 実 行 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 と こ ろ が 、 既 に 説 明 し た 事 前 充 電 と イ ン パ ル シ ブ 駆 動 の た め に は 、 ゲ ー ト 信 号 に 正 常 デ
ー タ 用 パ ル ス の 他 に も 事 前 充 電 用 パ ル ス 及 び ブ ラ ッ ク デ ー タ 用 パ ル ス が 必 要 で あ り 、 こ の
よ う な ゲ ー ト パ ル ス 等 の 走 査 が 各 ゲ ー ト 駆 動 回 路 で 円 滑 に 実 行 さ れ る 必 要 が あ る 。 特 に 、
各 ゲ ー ト パ ル ス に 対 し 、 隣 接 す る ゲ ー ト 駆 動 回 路 間 の 走 査 が 滑 ら か に 連 結 さ れ て か ら 、 全
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て の ゲ ー ト 線 が 同 一 の 条 件 で ゲ ー ト パ ル ス を 伝 達 す る こ と が で き る の で 、 全 て の 画 素 が 同
一 条 件 で 表 示 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 し か し な が ら 、 こ の よ う な イ ン パ ル シ ブ 駆 動 と 事 前 充 電 が ゲ ー ト 駆 動 回 路 の 間 で 円 滑 に
連 結 さ れ る こ と は 難 し く 、 特 に 、 事 前 充 電 が う ま く 行 わ れ な い 画 素 が あ る 場 合 に 、 そ の 画
素 が 位 置 す る 画 面 上 の 地 点 に 横 線 紋 が 生 じ る 等 の 問 題 点 が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 が 目 的 と す る 技 術 的 課 題 は 、 こ の よ う な 問 題 点 を 解 決 す る た め の も の で 、 事 前 充
電 及 び イ ン パ ル シ ブ 駆 動 を 並 行 す る と き に 生 じ る 画 質 悪 化 を 減 ら す こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の よ う な 技 術 的 課 題 を 解 消 す る た め の 本 発 明 １ の イ ン パ ル シ ブ 駆 動 液 晶 表 示 装 置 は 、
ゲ ー ト オ ン 電 圧 を 伝 達 す る 複 数 の ゲ ー ト 線 群 、 正 常 デ ー タ 電 圧 と イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧
を 交 互 に 伝 達 す る 複 数 の デ ー タ 線 、 前 記 ゲ ー ト 線 及 び 前 記 デ ー タ 線 に 連 結 さ れ 、 前 記 ゲ ー
ト オ ン 電 圧 に よ っ て 導 通 し て 前 記 デ ー タ 電 圧 を 伝 達 す る ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 含 み 、 行 列 状
に 配 列 さ れ て い る 複 数 の 画 素 、 前 記 各 ゲ ー ト 線 群 に 連 結 さ れ 前 記 ゲ ー ト オ ン 電 圧 を 順 次 に
印 加 す る 複 数 の ゲ ー ト 駆 動 回 路 、 前 記 デ ー タ 電 圧 を 前 記 デ ー タ 線 に 印 加 す る デ ー タ 駆 動 部
、 そ し て 、 前 記 ゲ ー ト 駆 動 部 及 び 前 記 デ ー タ 駆 動 部 を 制 御 す る 信 号 制 御 部 を 含 み 、 前 記 画
素 は 、 前 記 正 常 デ ー タ 電 圧 を 少 な く と も ２ 回 、 前 記 イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧 を 少 な く と も
１ 回 印 加 を 受 け 、 前 記 正 常 デ ー タ 電 圧 の 印 加 は 、 前 記 ゲ ー ト 線 に 沿 っ て 継 続 し て 順 次 に 行
わ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 イ ン パ ル シ ブ 充 電 及 び 事 前 充 電 を 並 行 す る 際 に 、 事 前 充 電 用 ゲ ー ト オ ン 電 圧 の 走 査 を 開
始 す る ゲ ー ト 駆 動 集 積 回 路 に 印 加 さ れ る 出 力 イ ネ ー ブ ル 信 号 を 正 常 デ ー タ 用 波 形 に す る こ
と で 、 事 前 充 電 を 円 滑 に 実 行 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 ２ は 、 前 記 信 号 制 御 部 が 、 前 記 ゲ ー ト オ ン 電 圧 の 持 続 時 間 を 限 定 す る 複 数 の 出 力
イ ネ ー ブ ル 信 号 を 前 記 ゲ ー ト 駆 動 集 積 回 路 に 各 々 印 加 す る イ ン パ ル シ ブ 駆 動 液 晶 表 示 装 置
を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 ３ は 、 前 記 発 明 ２ に お い て 、 前 記 出 力 イ ネ ー ブ ル 信 号 は 、 各 々 前 記 イ ン パ ル シ ブ
デ ー タ 電 圧 を 遮 断 す る た め の 第 １ 波 形 と 、 前 記 正 常 デ ー タ 電 圧 を 遮 断 す る た め の 第 ２ 波 形
を 有 し て い る イ ン パ ル シ ブ 駆 動 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 ４ は 、 発 明 ３ に お い て 、 前 記 出 力 イ ネ ー ブ ル 信 号 の う ち の 二 つ は 、 所 定 期 間 中 に
同 時 に 第 １ 波 形 を 有 し て い る イ ン パ ル シ ブ 駆 動 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 ５ は 、 発 明 ４ に お い て 、 前 記 同 時 に 第 １ 波 形 を 有 す る 前 記 二 つ の 出 力 イ ネ ー ブ ル
信 号 は 、 隣 接 す る ゲ ー ト 駆 動 回 路 に 印 加 す る イ ン パ ル シ ブ 駆 動 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 ６ は 、 発 明 ５ に お い て 、 前 記 所 定 期 間 中 に 少 な く と も 三 つ の ゲ ー ト 線 に 連 結 さ れ
た 画 素 が 同 時 に 前 記 正 常 デ ー タ 電 圧 の 印 加 を 受 け る イ ン パ ル シ ブ 駆 動 液 晶 表 示 装 置 を 提 供
す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 ７ は 、 発 明 ５ に お い て 、 本 発 明 に お い て 、 前 記 ゲ ー ト 駆 動 回 路 の 数 は 三 つ 以 上 で
あ り 、 前 記 所 定 期 間 を 除 く 残 り の 期 間 に は 、 少 な く と も 二 つ の ゲ ー ト 駆 動 回 路 に 印 加 さ れ
る 出 力 イ ネ ー ブ ル 信 号 が 前 記 第 ２ 波 形 を 有 す る イ ン パ ル シ ブ 駆 動 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る
。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 ８ は 、 発 明 ５ に お い て 、 前 記 正 常 デ ー タ 電 圧 は 次 隣 接 画 素 行 に 印 加 さ れ る イ ン パ
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ル シ ブ 駆 動 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る 。 近 隣 接 画 素 行 と は 、 １ つ お い て 隣 り 合 う 画 素 行 を い
う 。 言 い 換 え れ ば 、 あ る 画 素 行 か ら 見 て 、 隣 の 隣 の 画 素 行 が 次 隣 接 画 素 行 で あ る 。 正 常 デ
ー タ 電 圧 は 、 ゲ ー ト 線 に 連 結 さ れ た 画 素 に 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 ９ は 、 発 明 ７ に お い て 、 前 記 正 常 デ ー タ 電 圧 が ド ッ ト 反 転 ま た は ラ イ ン 反 転 す る
イ ン パ ル シ ブ 駆 動 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 １ ０ は 、 発 明 １ ～ ９ に お い て 、 前 記 信 号 制 御 部 は 、 前 記 ゲ ー ト オ ン 電 圧 の 出 力 開
始 を 指 示 す る 垂 直 同 期 開 始 信 号 を 前 記 ゲ ー ト 駆 動 回 路 の う ち の 一 つ に 印 加 し 、 前 記 垂 直 同
期 開 始 信 号 は 、 前 記 正 常 デ ー タ 電 圧 の 印 加 の た め の 正 常 デ ー タ 用 パ ル ス と 、 前 記 イ ン パ ル
シ ブ デ ー タ 電 圧 の 印 加 の た め の も の で あ る イ ン パ ル シ ブ 駆 動 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 １ １ は 、 発 明 １ ～ ９ に お い て 、 前 記 イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧 は 、 ブ ラ ッ ク デ ー タ
電 圧 で あ る イ ン パ ル シ ブ 駆 動 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 １ ２ は 、 ゲ ー ト オ ン 電 圧 を 伝 達 す る 複 数 の ゲ ー ト 線 群 、 正 常 デ ー タ 電 圧 と イ ン パ
ル シ ブ デ ー タ 電 圧 を 交 互 に 伝 達 す る 複 数 の デ ー タ 線 、 前 記 ゲ ー ト 線 及 び 前 記 デ ー タ 線 に 連
結 さ れ 前 記 ゲ ー ト オ ン 電 圧 に よ っ て 導 通 し て 前 記 デ ー タ 電 圧 を 伝 達 す る ス イ ッ チ ン グ 素 子
を 含 み 、 行 列 状 に 配 列 さ れ て い る 複 数 の 画 素 、 前 記 各 ゲ ー ト 線 群 に 連 結 さ れ 前 記 ゲ ー ト オ
ン 電 圧 を 順 次 に 印 加 す る 複 数 の ゲ ー ト 駆 動 回 路 、 そ し て 、 前 記 デ ー タ 電 圧 を 前 記 デ ー タ 線
に 印 加 す る デ ー タ 駆 動 部 を 含 む イ ン パ ル シ ブ 駆 動 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る 。 こ こ で 、 前 記
画 素 は 、 別 の 画 素 の 正 常 デ ー タ 電 圧 、 自 身 の 正 常 デ ー タ 電 圧 及 び 前 記 イ ン パ ル シ ブ デ ー タ
電 圧 を 少 な く と も 一 回 ず つ 印 加 を 受 け 、 前 記 画 素 の う ち の 互 い に 異 な る ゲ ー ト 駆 動 回 路 に
前 記 ゲ ー ト 線 を 通 じ て 連 結 さ れ た 少 な く と も 二 つ の 画 素 が 所 定 期 間 中 に 同 時 に 前 記 正 常 デ
ー タ 電 圧 の 印 加 を 受 け る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 １ ３ は 、 発 明 １ ２ に お い て 、 前 記 少 な く と も 二 つ の 画 素 は 、 自 身 の 正 常 デ ー タ 電
圧 の 印 加 を 受 け る 第 １ 画 素 と 、 前 記 第 １ 画 素 の 正 常 デ ー タ 電 圧 の 印 加 を 受 け る 第 ２ 画 素 と
を 含 む こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 １ ４ は 、 発 明 １ ３ に お い て 、 前 記 少 な く と も 二 つ の 画 素 は 、 前 記 第 ２ 画 素 と 同 一
ゲ ー ト 駆 動 回 路 に 連 結 さ れ 、 前 記 第 １ 画 素 の 正 常 デ ー タ 電 圧 の 印 加 を 受 け る 第 ３ 画 素 を さ
ら に 含 む イ ン パ ル シ ブ 駆 動 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 １ ５ は 、 前 記 発 明 １ ３ に お い て 、 前 記 第 １ 画 素 及 び 前 記 第 ２ 画 素 は 、 次 隣 接 ゲ ー
ト 線 に 連 結 さ れ る イ ン パ ル シ ブ 駆 動 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る 。 次 隣 接 ゲ ー ト 線 と は 、 １ つ
お い て 互 い に 隣 り 合 う ゲ ー ト 線 で あ る 。 言 い 換 え れ ば 、 あ る ゲ ー ト 線 か ら 見 て 、 隣 の 隣 の
ゲ ー ト 線 が 次 隣 接 ゲ ー ト 線 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 発 明 １ ６ は 、 発 明 １ ２ ～ １ ５ に お い て 、 前 記 所 定 期 間 を 除 く 期 間 に は 、 互 い に 異 な る ゲ
ー ト 線 を 通 じ て 同 一 の ゲ ー ト 駆 動 回 路 に 連 結 さ れ て い る 二 つ の 画 素 が 、 同 時 に 前 記 正 常 デ
ー タ 電 圧 の 印 加 を 受 け た り 、 少 な く と も 一 つ の 画 素 が 前 記 イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧 の 印 加
を 受 け る イ ン パ ル シ ブ 駆 動 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 発 明 １ ７ は 、 複 数 の ゲ ー ト 線 と 複 数 の デ ー タ 線 に 連 結 さ れ た ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 含 み 、
行 列 状 に 配 列 さ れ た 複 数 の 画 素 を 含 む 液 晶 表 示 装 置 を 、 前 記 ゲ ー ト 線 に 前 記 ス イ ッ チ ン グ
素 子 を 導 通 す る た め の ゲ ー ト オ ン 電 圧 を 印 加 す る 複 数 の ゲ ー ト 駆 動 回 路 を 用 い て イ ン パ ル
シ ブ 駆 動 す る 液 晶 表 示 装 置 の イ ン パ ル シ ブ 駆 動 方 法 を 提 供 す る 。 こ の 方 法 は 、
・ 前 記 デ ー タ 線 に 正 常 デ ー タ 電 圧 と イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧 を 交 互 に 印 加 す る 段 階 、
・ 前 記 ゲ ー ト オ ン 電 圧 を 前 記 ゲ ー ト 線 の 少 な く と も 二 つ ず つ を 組 ん で 順 次 に 印 加 し 、 こ れ
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に 連 結 さ れ た 画 素 に 前 記 正 常 デ ー タ 電 圧 を 印 加 す る 段 階 、
・ 前 記 ゲ ー ト オ ン 電 圧 を 前 記 ゲ ー ト 線 の う ち の 少 な く と も 一 つ に 印 加 し 、 こ れ に 連 結 さ れ
た 画 素 に 前 記 イ ン パ ル シ ブ デ ー タ 電 圧 を 印 加 す る 段 階
を 含 む 。 ま た 、 前 記 ゲ ー ト 駆 動 回 路 の う ち の 二 つ が 、 各 々 前 記 ゲ ー ト オ ン 電 圧 を 所 定 時 間
中 に 同 時 に 前 記 ゲ ー ト 線 の 一 つ ず つ に 印 加 し 、 こ れ に 連 結 さ れ た 画 素 に 前 記 正 常 デ ー タ 電
圧 を 印 加 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 イ ン パ ル シ ブ 充 電 及 び 事 前 充 電 を 並 行 す る 際 に 、 事 前 充 電 用 ゲ ー ト オ ン 電 圧 の 走 査 を 開
始 す る ゲ ー ト 駆 動 集 積 回 路 に 印 加 さ れ る 出 力 イ ネ ー ブ ル 信 号 を 正 常 デ ー タ 用 波 形 に す る こ
と で 、 事 前 充 電 が 円 滑 に 実 行 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 添 付 し た 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 実 施 例 に 対 し て 、 本 発 明 が 属 す る 技 術 分 野 に お け る
通 常 の 知 識 を 有 す る 者 が 容 易 に 実 施 す る こ と が で き る よ う に 詳 細 に 説 明 す る 。 し か し 、 本
発 明 は 、 多 様 な 形 態 で 実 現 す る こ と が で き 、 こ こ で 説 明 す る 実 施 例 に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 面 は 、 各 種 層 及 び 領 域 を 明 確 に 表 現 す る た め に 、 厚 さ を 拡 大 し て 示 し て い る 。 明 細 書
全 体 を 通 じ て 類 似 し た 部 分 に つ い て は 同 一 な 図 面 符 号 を 付 け て い る 。 層 、 膜 、 領 域 、 板 な
ど の 部 分 が 、 他 の 部 分 の “ 上 に ” あ る と す る 時 、 こ れ は 他 の 部 分 の “ す ぐ 上 に ” あ る 場 合
に 限 ら ず 、 そ の 中 間 に 更 に 他 の 部 分 が あ る 場 合 も 含 む 。 逆 に 、 あ る 部 分 が 他 の 部 分 の “ す
ぐ 上 に ” あ る と す る 時 、 こ れ は 中 間 に 他 の 部 分 が な い 場 合 を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 に よ る イ ン パ ル シ ブ 駆 動 液 晶 表 示 装 置 及 び そ の 駆 動 方 法 に つ い て
図 面 を 参 考 に し て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ り 、 図 ２ は 本 発 明 の 一 実
施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 一 つ の 画 素 に 対 す る 等 価 回 路 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 は 、 液 晶 表 示 板 組 立 体 ３ ０ ０
及 び こ れ に 連 結 さ れ た ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ と デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ 、 デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ に
連 結 さ れ た 階 調 電 圧 生 成 部 ８ ０ ０ 、 そ し て 、 こ れ ら を 制 御 す る 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 液 晶 表 示 板 組 立 体 ３ ０ ０ は 、 等 価 回 路 か ら 見 れ ば 、 複 数 の 表 示 信 号 線 （ G１ -Gn、 D１ -Dm
） と こ れ に 連 結 さ れ て 大 略 行 列 状 に 配 列 さ れ た 複 数 の 画 素 を 含 み 、 構 造 的 に 見 れ ば 、 下 部
表 示 板 １ ０ ０ と 上 部 表 示 板 ２ ０ ０ 及 び そ の 間 の 液 晶 層 ３ を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 表 示 信 号 線 （ G１ -Gn、 D１ -Dm） は 、 ゲ ー ト 信 号 （ 走 査 信 号 と も 言 う ） を 伝 達 す る 複 数 の
ゲ ー ト 線 （ G１ -Gn） と 、 デ ー タ 信 号 を 伝 達 す る デ ー タ 線 （ D１ -Dm） を 含 む 。 ゲ ー ト 線 （ G
１ -Gn） は 大 略 行 方 向 に の び て 互 い に ほ ぼ 平 行 で あ り 、 デ ー タ 線 （ D１ -Dm） は 大 略 列 方 向
に の び て こ れ も 互 い に ほ ぼ 平 行 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 各 画 素 は 、 表 示 信 号 線 （ G１ -Gn、 D１ -Dm） に 連 結 さ れ た ス イ ッ チ ン グ 素 子 （ Q） と 、 こ
れ に 連 結 さ れ た 液 晶 蓄 電 器 （ C L C ） 及 び 維 持 蓄 電 器 （ C S T ） を 含 む 。 維 持 蓄 電 器 （ C S T ） は
必 要 に 応 じ て 省 略 で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ス イ ッ チ ン グ 素 子 （ Q） は 、 下 部 表 示 板 １ ０ ０ に 具 備 さ れ て い る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ な ど
の 三 端 子 素 子 と し て 、 ゲ ー ト 線 （ G１ -Gn） 及 び デ ー タ 線 （ D１ -Dm） に 各 々 連 結 さ れ て い る
制 御 端 子 と 入 力 端 子 、 そ し て 、 液 晶 蓄 電 器 （ C L C ） 及 び 維 持 蓄 電 器 （ C S T ） に 連 結 さ れ て い
る 出 力 端 子 を 有 す る 。
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【 ０ ０ ４ ０ 】
　 液 晶 蓄 電 器 （ C L C ） は 、 下 部 表 示 板 １ ０ ０ の 画 素 電 極 １ ９ ０ と 上 部 表 示 板 ２ ０ ０ の 共 通
電 極 ２ ７ ０ を 二 つ の 端 子 と し 、 二 つ の 電 極 １ ９ ０ 、 ２ ７ ０ の 間 の 液 晶 層 ３ は 誘 電 体 と し て
働 く 。 画 素 電 極 １ ９ ０ は ス イ ッ チ ン グ 素 子 （ Q） に 連 結 さ れ 、 共 通 電 極 ２ ７ ０ は 、 上 部 表
示 板 ２ ０ ０ の 全 面 に 形 成 さ れ 共 通 電 圧 （ Vcom） の 印 加 を 受 け る 。 図 ２ と は 異 な っ て 、 共 通
電 極 ２ ７ ０ が 下 部 表 示 板 １ ０ ０ に 具 備 さ れ る 場 合 も あ り 、 こ の 時 に は 、 二 つ の 電 極 １ ９ ０
、 ２ ７ ０ が 全 て 線 形 ま た は 棒 形 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 液 晶 蓄 電 器 （ C L C ） の 補 助 的 な 役 割 を す る 維 持 蓄 電 器 （ C S T ） は 、 下 部 表 示 板 １ ０ ０ に 具
備 さ れ た 別 個 の 信 号 線 （ 図 示 せ ず ） と 画 素 電 極 １ ９ ０ が 絶 縁 体 を 介 在 し て 重 な っ て 形 成 さ
れ て お り 、 こ の 別 個 の 信 号 線 に は 、 共 通 電 圧 （ Vcom） な ど の 定 め ら れ た 電 圧 が 印 加 さ れ る
。 し か し 、 維 持 蓄 電 器 （ C S T ） は 、 画 素 電 極 １ ９ ０ が 絶 縁 体 を 媒 介 と し て す ぐ 上 の 前 段 ゲ
ー ト 線 と 重 な っ て 形 成 で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 一 方 、 色 表 示 を 実 現 す る た め に は 、 各 画 素 が 決 め ら れ た 数 の 原 色 の う ち の 一 つ を 固 有 に
表 示 （ 空 間 分 割 ） し た り 、 各 画 素 が 時 間 経 過 に よ っ て 交 互 に 原 色 を 表 示 （ 時 間 分 割 ） し て
、 こ の 色 相 の 空 間 的 、 時 間 的 な 和 で 所 望 の 色 相 が 認 識 さ れ る よ う に す る 。 図 ２ は 空 間 分 割
の 一 例 で あ っ て 、 各 画 素 が 画 素 電 極 １ ９ ０ に 対 応 す る 領 域 に カ ラ ー フ ィ ル タ ー ２ ３ ０ を 備
え て い る 様 子 が 示 さ れ て い る 。 カ ラ ー フ ィ ル タ ー ２ ３ ０ の 色 相 は 、 光 の 三 原 色 で あ る 赤 色
（ red） 、 緑 色 （ green） 及 び 青 色 （ blue） の ３ 色 で あ る か 、 さ ら に 白 色 （ ま た は 透 明 ） を
加 え て ４ 色 で あ る こ と も で き る 。 そ し て 、 シ ア ン （ cyan） 、 マ ゼ ン タ （ magenta） 、 黄 色
（ yellow） の 三 原 色 を 独 立 的 に 、 ま た は 光 の 三 原 色 と 共 に 使 用 す る こ と も で き る 。 図 ２ と
は 異 な っ て 、 カ ラ ー フ ィ ル タ ー ２ ３ ０ は 、 下 部 表 示 板 １ ０ ０ の 画 素 電 極 １ ９ ０ の 上 ま た は
下 に 形 成 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 液 晶 表 示 板 組 立 体 ３ ０ ０ の 二 つ の 表 示 板 １ ０ ０ 、 ２ ０ ０ の う ち の 少 な く と も 一 つ の 外 側
面 に は 、 光 を 偏 光 す る 偏 光 子 （ 図 示 せ ず ） が 付 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 階 調 電 圧 生 成 部 ８ ０ ０ は 、 画 素 の 透 過 率 に 関 連 す る 二 組 の 複 数 階 調 電 圧 を 生 成 す る 。 二
組 の う ち の 一 組 は 共 通 電 圧 （ Vcom） に 対 し プ ラ ス の 値 を 有 し 、 も う 一 組 は マ イ ナ ス の 値 を
有 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ は 、 液 晶 表 示 板 組 立 体 ３ ０ ０ の ゲ ー ト 線 （ G１ -Gn） に 連 結 さ れ て 、
外 部 か ら の ゲ ー ト オ ン 電 圧 （ Von） と ゲ ー ト オ フ 電 圧 （ Voff） の 組 み 合 わ せ か ら な る ゲ ー
ト 信 号 を ゲ ー ト 線 （ G１ -Gn） に 印 加 す る 。 図 １ に 示 す よ う に 、 ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ は 、 三
つ の ゲ ー ト 駆 動 回 路 ４ ０ １ -４ ０ ３ か ら な り 、 ゲ ー ト 線 （ G１ -Gn） は 、 三 つ の グ ル ー プ （ G
L１ 、 GL２ 、 GL３ ） に 分 け ら れ 、 該 当 ゲ ー ト 駆 動 回 路 ４ ０ １ -４ ０ ３ の 出 力 端 子 に 連 結 さ れ
て い る 。 こ の ゲ ー ト 駆 動 回 路 の 数 は 必 要 に 応 じ て 変 化 で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ は 、 液 晶 表 示 板 組 立 体 ３ ０ ０ の デ ー タ 線 （ D１ -Dm） に 連 結 さ れ て 、
階 調 電 圧 生 成 部 ８ ０ ０ か ら の 階 調 電 圧 を 選 択 し て デ ー タ 信 号 と し て 画 素 に 印 加 し 、 一 つ 以
上 の 単 位 回 路 で 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ゲ ー ト 駆 動 回 路 ま た は デ ー タ 駆 動 回 路 は 、 集 積 回 路 （ integrated circuit； IC） チ ッ プ
状 で テ ー プ キ ャ リ ア パ ッ ケ ー ジ （ tape carrier package； Ｔ Ｃ Ｐ ） （ 図 示 せ ず ） に 搭 載 さ
れ 液 晶 表 示 板 組 立 体 ３ ０ ０ に 付 着 さ れ た り 、 Ｔ Ｃ Ｐ な し で 液 晶 表 示 板 組 立 体 ３ ０ ０ 上 に 直
接 搭 載 さ れ た り （ chip on glass； Ｃ Ｏ Ｇ 実 装 方 式 ） 、 画 素 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と 共 に 液
晶 表 示 板 組 立 体 ３ ０ ０ に 直 接 形 成 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ は 、 ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ 及 び デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ な ど の 動 作 を 制 御 す
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る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 以 下 、 こ の よ う な 液 晶 表 示 装 置 の 表 示 動 作 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ は 、 外 部 の グ ラ フ ィ ッ ク 制 御 機 （ 図 示 せ ず ） か ら 赤 色 、 緑 色 、 青 色 の
３ 色 映 像 信 号 （ R、 G、 B） 及 び そ の 表 示 を 制 御 す る 入 力 制 御 信 号 、 例 え ば 、 垂 直 同 期 信 号
（ Vsync） と 水 平 同 期 信 号 （ Hsync） 、 メ ー ン ク ロ ッ ク （ MCLK） 、 デ ー タ イ ネ ー ブ ル 信 号 （
DE） な ど の 提 供 を 受 け る 。 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ は 、 入 力 映 像 信 号 （ R、 G、 B） 及 び 入 力 制 御
信 号 に 基 づ い て 、 映 像 信 号 （ R、 G、 B） を 液 晶 表 示 板 組 立 体 ３ ０ ０ に 合 わ せ て 適 切 に 処 理
し 、 ゲ ー ト 制 御 信 号 CONT１ 及 び デ ー タ 制 御 信 号 CONT２ な ど の 制 御 信 号 を 生 成 し た 後 、 ゲ ー
ト 制 御 信 号 CONT１ を ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ に 送 り 、 デ ー タ 制 御 信 号 CONT２ 及 び 処 理 し た 映 像
信 号 （ DAT） は デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ に 送 る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ の 時 、 映 像 信 号 （ DAT） は 、 入 力 映 像 信 号 （ R、 G、 B） に 基 づ い て 形 成 し た 正 常 デ ー タ
と 、 イ ン パ ル シ ブ 駆 動 の た め に 画 素 の 輝 度 を 最 少 に す る ブ ラ ッ ク デ ー タ を 含 み 、 正 常 デ ー
タ 及 び ブ ラ ッ ク デ ー タ は 、 １ 水 平 周 期 （ ま た は １ Ｈ ） （ 水 平 同 期 信 号 （ Hsync） 及 び デ ー
タ イ ネ ー ブ ル 信 号 （ DE） の 一 周 期 ） 期 間 中 に 一 回 ず つ 交 互 に 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ゲ ー ト 制 御 信 号 CONT１ は 、 ゲ ー ト オ ン 電 圧 （ Von） の 出 力 開 始 を 指 示 す る 垂 直 同 期 開 始
信 号 （ STV） 、 ゲ ー ト オ ン 電 圧 （ Von） の 出 力 時 期 を 制 御 す る ゲ ー ト ク ロ ッ ク 信 号 （ CPV）
及 び ゲ ー ト オ ン 電 圧 （ Von） の 継 続 時 間 を 限 定 す る 複 数 の 出 力 イ ネ ー ブ ル 信 号 OE１ -OE３ な
ど を 含 む 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 デ ー タ 制 御 信 号 CONT２ は 、 映 像 デ ー タ （ DAT） の 入 力 開 始 を 知 ら せ る 水 平 同 期 開 始 信 号
（ STH） と デ ー タ 線 （ D１ -Dm） に デ ー タ 電 圧 の 印 加 を 指 示 す る ロ ー ド 信 号 （ LOAD） 、 共 通
電 圧 （ Vcom） に 対 す る デ ー タ 電 圧 の 極 性 （ 以 下 、 共 通 電 圧 に 対 す る デ ー タ 電 圧 の 極 性 を 略
し て デ ー タ 電 圧 の 極 性 と 言 う ） を 反 転 す る 反 転 信 号 （ RVS） 及 び デ ー タ ク ロ ッ ク 信 号 （ HCL
K） な ど を 含 む 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ は 、 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ か ら の デ ー タ 制 御 信 号 CONT２ に 従 っ て 一 つ の
行 の 画 素 の た め の 正 常 デ ー タ ま た は ブ ラ ッ ク デ ー タ を 順 次 に 受 信 し て シ フ ト さ せ 、 階 調 電
圧 生 成 部 ８ ０ ０ か ら の 階 調 電 圧 の う ち の 各 映 像 デ ー タ （ DAT） に 対 応 す る 階 調 電 圧 を 選 択
す る こ と に よ っ て 、 映 像 デ ー タ （ DAT） を 該 当 デ ー タ 電 圧 に 変 換 し 、 こ れ を 該 当 デ ー タ 線
（ D１ -Dm） に 印 加 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ は 、 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ か ら の ゲ ー ト 制 御 信 号 CONT１ に 従 っ て ゲ ー ト
オ ン 電 圧 （ Von） を ゲ ー ト 線 （ G１ -Gn） に 印 加 す る 。 こ れ で 、 前 記 ゲ ー ト 線 （ G１ -Gn） に
連 結 さ れ た ス イ ッ チ ン グ 素 子 （ Q） が 導 通 し 、 こ れ に よ っ て デ ー タ 線 （ D１ -Dm） に 印 加 さ
れ た デ ー タ 電 圧 が 、 導 通 し た ス イ ッ チ ン グ 素 子 （ Q） を 通 じ て 該 当 画 素 に 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 画 素 に 印 加 さ れ た デ ー タ 電 圧 と 共 通 電 圧 （ Vcom） の 差 は 、 液 晶 蓄 電 器 （ C L C ） の 充 電 電
圧 、 即 ち 、 画 素 電 圧 と し て 現 れ 、 液 晶 分 子 は 、 こ の 画 素 電 圧 の 大 き さ に 応 じ て そ の 配 列 が
異 な る 。 こ れ に よ り 、 液 晶 層 ３ を 通 過 す る 光 の 偏 光 が 変 化 し 、 こ の よ う な 偏 光 の 変 化 は 、
表 示 板 １ ０ ０ 、 ２ ０ ０ に 付 着 さ れ た 偏 光 子 （ 図 示 せ ず ） に よ っ て 光 透 過 率 の 変 化 と し て 現
れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 １ 水 平 周 期 が 経 過 す れ ば 、 デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ 及 び ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ は 、 次 の 行 の 画
素 に 対 し て 同 一 動 作 を 繰 り 返 す 。 こ の よ う な 方 法 で 、 １ フ レ ー ム （ frame） 期 間 中 に 全 て
の ゲ ー ト 線 （ G１ -Gn） に 対 し て 順 次 に ゲ ー ト オ ン 電 圧 （ Von） を 印 加 し て 全 て の 画 素 に デ
ー タ 電 圧 を 印 加 す る 。 １ フ レ ー ム が 終 了 す れ ば 次 の フ レ ー ム が 始 ま り 、 各 画 素 に 印 加 さ れ
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る デ ー タ 電 圧 の 極 性 が 直 前 フ レ ー ム の 極 性 と 逆 に な る よ う に 、 デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ に 印 加
さ れ る 反 転 信 号 （ RVS） の 状 態 が 制 御 さ れ る （ フ レ ー ム 反 転 ） 。 こ の 時 、 １ フ レ ー ム 期 間
内 に お い て も 反 転 信 号 （ RVS） の 特 性 に 応 じ て 一 つ の デ ー タ 線 を 通 じ て 流 れ る デ ー タ 電 圧
の 極 性 が 変 わ っ た り （ ラ イ ン 反 転 ） 、 一 つ の 画 素 行 に 印 加 さ れ る デ ー タ 電 圧 の 極 性 も 互 い
に 異 な る こ と が で き る （ ド ッ ト 反 転 ） 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 以 下 、 図 ３ a及 び 図 ３ bを 参 考 に し て 、 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の イ ン パ ル
シ ブ 駆 動 方 法 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 図 ３ a及 び 図 ３ bは 、 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 に 用 い ら れ る 信 号 の 波 形 図 で
あ っ て 、 デ ー タ 電 圧 （ Vd） と 出 力 イ ネ ー ブ ル 信 号 OE１ -OE３ 、 垂 直 同 期 開 始 信 号 （ STV） 、
及 び ゲ ー ト 信 号 g１ 、 g２ 、 … 、 gn-１ 、 gnが 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 既 に 説 明 し た よ う に 、 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ は 、 正 常 デ ー タ 及 び ブ ラ ッ ク デ ー タ を 交 互 に 映
像 デ ー タ （ DAT） と し て デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ に 提 供 す る 一 方 、 垂 直 同 期 開 始 信 号 （ STV） 、
出 力 イ ネ ー ブ ル 信 号 OE１ -OE３ 及 び ゲ ー ト ク ロ ッ ク 信 号 （ CPV） を ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ に 提
供 し て 走 査 を 実 行 さ せ る 。 図 ３ a及 び 図 ３ bで 、 デ ー タ 電 圧 （ Vd） は 、 正 常 デ ー タ に 対 応 す
る 正 常 デ ー タ 電 圧 （ N） と 、 ブ ラ ッ ク デ ー タ に 対 応 す る ブ ラ ッ ク デ ー タ 電 圧 （ B） の 二 つ で
示 さ れ て お り 、 正 常 デ ー タ 電 圧 （ N） が ブ ラ ッ ク デ ー タ 電 圧 （ B） よ り も 先 立 ち 、 二 つ の 電
圧 の 印 加 時 間 の 和 は １ Ｈ ず つ で 、 必 要 に 応 じ て 二 つ の 電 圧 の 持 続 時 間 の 比 率 を 調 節 で き る
。 デ ー タ 電 圧 （ Vd） の 反 転 方 法 は 、 例 え ば 、 １ ド ッ ト 反 転 ま た は ラ イ ン 反 転 で あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 図 ３ a及 び 図 ３ bに 示 す よ う に 、 垂 直 同 期 開 始 信 号 （ STV） は 、 正 常 デ ー タ 用 パ ル ス P１ 及
び イ ン パ ル シ ブ の た め の ブ ラ ッ ク デ ー タ 用 パ ル ス P２ の み で な く 、 イ ン パ ル シ ブ 駆 動 に よ
る 充 電 時 間 の 減 少 を 補 償 す る た め の 事 前 充 電 用 パ ル ス P３ を 含 む 。 ブ ラ ッ ク デ ー タ 用 パ ル
ス P２ は 、 正 常 デ ー タ 用 パ ル ス P１ と は １ /３ 垂 直 周 期 、 或 い は １ /３ フ レ ー ム ほ ど 離 れ て お
り 、 １ フ レ ー ム 期 間 に 二 つ ず つ 形 成 さ れ る 。 事 前 充 電 用 パ ル ス P３ と 正 常 デ ー タ 用 パ ル ス P
１ の 間 の 間 隔 は 、 事 前 充 電 用 電 圧 が 本 充 電 電 圧 と 同 一 極 性 と な る よ う に 選 択 し 、 こ れ は 反
転 方 式 に よ っ て 変 わ る 。 図 ３ a及 び 図 ３ bに よ れ ば 、 事 前 充 電 用 パ ル ス P３ が 正 常 デ ー タ 用
パ ル ス P１ よ り も ２ 水 平 周 期 ほ ど 先 立 つ が 、 こ れ は ド ッ ト 反 転 ま た は ラ イ ン 反 転 の 場 合 を
仮 定 し た も の で あ る 。 即 ち 、 ド ッ ト 反 転 ま た は ラ イ ン 反 転 の 場 合 、 デ ー タ 電 圧 （ Vd） の 極
性 が 一 つ 置 き に 同 じ で あ る の で 、 事 前 充 電 用 パ ル ス P３ と 正 常 デ ー タ 用 パ ル ス P１ の 間 の 間
隔 は 、 水 平 周 期 の 偶 数 倍 で あ れ ば 良 い 。 し か し 、 両 者 の 間 隔 が で き れ ば 近 い 方 が 望 ま し い
の で 、 ２ 水 平 周 期 ほ ど の 間 隔 に し た の で あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 三 つ の 出 力 イ ネ ー ブ ル 信 号 OE１ -OE３ は 、 該 当 ゲ ー ト 駆 動 回 路 ４ ０ １ -４ ０ ３ に 提 供 さ れ
、 各 ゲ ー ト 駆 動 回 路 ４ ０ １ -４ ０ ３ が 出 力 す る ゲ ー ト オ ン 電 圧 （ Von） の 持 続 時 間 を 限 定 す
る 役 割 を す る 。 各 出 力 イ ネ ー ブ ル 信 号 OE１ -OE３ は 、 正 常 デ ー タ 用 波 形 （ I） と ブ ラ ッ ク デ
ー タ 用 波 形 （ II） の ２ 種 の 波 形 を 有 し 、 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ の 制 御 に 従 っ て 適 切 な 時 期 に 波
形 が 変 わ る が 、 二 つ の 波 形 （ I、 II） は 互 い に 反 転 す る 形 態 で 、 周 期 は １ 水 平 周 期 と 同 じ
で あ る 。 　 図 ３ a及 び 図 ３ bに よ れ ば 、 出 力 イ ネ ー ブ ル 信 号 OE１ -OE３ が 高 値 で あ れ ば 、 ゲ
ー ト オ ン 電 圧 （ Von） の 出 力 が 抑 制 さ れ て ゲ ー ト オ フ 電 圧 （ Voff） が 出 力 さ れ 、 低 値 で あ
れ ば 、 ゲ ー ト オ ン 電 圧 （ Von） が 出 力 さ れ る 。 出 力 イ ネ ー ブ ル 信 号 OE１ -OE３ の ハ イ 区 間 と
ロ ー 区 間 の 比 は 、 正 常 デ ー タ 電 圧 （ N） の 持 続 時 間 と ブ ラ ッ ク デ ー タ 電 圧 （ B） の 持 続 時 間
の 比 を 考 え て 、 必 要 に 応 じ て 調 節 で き る 。 こ こ で 、 ハ イ 区 間 と ロ ー 区 間 の 役 割 が 逆 で あ る
こ と も で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 以 下 、 こ の よ う な 動 作 に つ い て よ り 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ま ず 、 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ は 、 第 １ ゲ ー ト 駆 動 集 積 回 路 ５ ０ １ に 印 加 す る 垂 直 同 期 開 始 信
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号 （ STV） に 事 前 充 電 用 パ ル ス P３ を 生 成 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 事 前 充 電 用 パ ル ス P３ を 生 成 し た 後 、 例 え ば 、 ２ 水 平 周 期 な ど 所 定 の 時 間 が 経 過 し て か
ら 、 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ は 、 垂 直 同 期 開 始 信 号 （ STV） に 正 常 デ ー タ 用 パ ル ス P１ を 生 成 す る
。 こ の 時 、 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ が 第 １ ゲ ー ト 駆 動 集 積 回 路 ４ ０ １ に 印 加 す る 出 力 イ ネ ー ブ ル
信 号 OE１ の 波 形 は 正 常 デ ー タ 用 波 形 （ I） で あ り 、 第 ２ 及 び 第 ３ ゲ ー ト 駆 動 集 積 回 路 ４ ０
２ 、 ４ ０ ３ に 印 加 す る 出 力 イ ネ ー ブ ル 信 号 OE２ 、 OE３ は ブ ラ ッ ク デ ー タ 用 波 形 （ II） で あ
る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 垂 直 同 期 信 号 （ STV） の パ ル ス P３ 、 P１ を 受 け た 第 １ ゲ ー ト 駆 動 集 積 回 路 ４ ０ １ は 、 自
身 の 第 １ 出 力 端 子 に 連 結 さ れ た ゲ ー ト 線 （ G１ ） か ら 順 次 に 出 力 イ ネ ー ブ ル 信 号 OE１ に 従
っ て 正 常 デ ー タ 電 圧 （ N） の 印 加 時 間 内 の 持 続 時 間 を 有 す る ゲ ー ト オ ン 電 圧 （ Von） を 出 力
す る 。 事 前 充 電 用 パ ル ス P３ と 正 常 デ ー タ 用 パ ル ス P１ の 間 の 間 隔 が ２ 水 平 周 期 で あ る の で
、 一 対 の 次 隣 接 （ next nearest） ゲ ー ト 線 に ゲ ー ト オ ン 電 圧 （ Von） が 同 時 に 印 加 さ れ る
。 こ こ で 、 一 対 の 次 隣 接 ゲ ー ト 線 と は 、 ゲ ー ト 線 を １ つ 挟 ん で 隣 り 合 う ゲ ー ト 線 を 言 う 。
即 ち 、 第 １ ゲ ー ト 線 （ G１ ） と 第 ３ ゲ ー ト 線 （ G３ ） 、 第 ２ ゲ ー ト 線 （ G２ ） と 第 ４ ゲ ー ト
線 （ G４ ） な ど の 順 で ゲ ー ト オ ン 電 圧 （ Von） が 印 加 さ れ る 。 こ の 時 、 各 対 の ゲ ー ト 線 に お
い て 、 前 の ゲ ー ト 線 に 連 結 さ れ た 画 素 は 自 身 の デ ー タ 電 圧 を 充 電 す る 本 充 電 （ main charg
ing） を 行 い 、 後 の ゲ ー ト 線 に 連 結 さ れ た 画 素 は 自 身 の デ ー タ 電 圧 で な い 別 の 行 の 画 素 の
デ ー タ 電 圧 を 充 電 す る 事 前 充 電 を 行 う 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 一 方 、 第 ２ 及 び 第 ３ ゲ ー ト 駆 動 集 積 回 路 ４ ０ ２ 、 ４ ０ ３ は 、 各 々 自 身 の 第 １ 出 力 端 子 に
連 結 さ れ た ゲ ー ト 線 （ Gk+１ 、 Gl+１ ） か ら 順 次 に 自 身 の 出 力 イ ネ ー ブ ル 信 号 OE２ 、 OE３ に
従 っ て ブ ラ ッ ク デ ー タ 電 圧 （ B） の 印 加 時 間 内 の 持 続 時 間 を 有 す る ゲ ー ト オ ン 電 圧 （ Von）
を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 こ の よ う な 動 作 を 通 じ て 、 第 １ ゲ ー ト 駆 動 集 積 回 路 ４ ０ １ は 、 走 査 を 行 う 途 中 に 時 点 Ａ
で k-２ 番 目 ゲ ー ト 線 （ Gk-２ ） を 通 じ て ゲ ー ト オ ン 電 圧 （ Von） を 出 力 す る と 同 時 に 、 自 身
の 最 後 の 出 力 端 子 に 連 結 さ れ た ｋ 番 目 ゲ ー ト 線 （ Gk） に は 事 前 充 電 用 ゲ ー ト オ ン 電 圧 （ Vo
n） を 出 力 し た 後 、 第 ２ ゲ ー ト 駆 動 集 積 回 路 ４ ０ ２ に キ ャ リ ー （ carry） 信 号 を 出 力 す る 。
こ の 時 、 第 ２ ゲ ー ト 駆 動 集 積 回 路 ４ ０ ２ は 、 k-２ 番 目 ゲ ー ト 線 （ Gk-２ ） に 対 す る ブ ラ ッ
ク デ ー タ 用 ゲ ー ト オ ン 電 圧 （ Von） の 出 力 を 終 え た 状 態 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 前 記 時 点 Ａ で 、 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ は 、 第 ２ ゲ ー ト 駆 動 集 積 回 路 ４ ０ ２ に 供 給 さ れ る 出 力
イ ネ ー ブ ル 信 号 OE２ の 波 形 を ブ ラ ッ ク デ ー タ 用 波 形 （ II） か ら 正 常 デ ー タ 用 波 形 （ I） に
変 え る 。 し か し 、 第 １ 及 び 第 ３ ゲ ー ト 駆 動 集 積 回 路 ４ ０ １ 、 ４ ０ ３ に 供 給 さ れ る 出 力 イ ネ
ー ブ ル 信 号 OE３ の 波 形 は そ の ま ま 維 持 す る 。 し た が っ て 、 第 １ ゲ ー ト 駆 動 回 路 ４ ０ １ に 対
す る 出 力 イ ネ ー ブ ル 信 号 OE１ 及 び 第 ２ ゲ ー ト 駆 動 回 路 ４ ０ ３ に 対 す る 出 力 イ ネ ー ブ ル 信 号
OE２ が い ず れ も 正 常 デ ー タ 用 波 形 （ I） を 有 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 こ れ に よ り 、 第 ２ ゲ ー ト 駆 動 集 積 回 路 ４ ０ ２ は 、 自 身 の 第 １ 出 力 端 子 と 連 結 さ れ た ゲ ー
ト 線 （ Gk+１ ） と 、 l-１ 番 目 出 力 端 子 に 連 結 さ れ た ゲ ー ト 線 （ Gl-１ ） に 、 同 時 に 正 常 デ ー
タ 用 ゲ ー ト オ ン 電 圧 （ Von） を 出 力 し 、 次 い で 、 ゲ ー ト 線 （ Gk+２ ） と ゲ ー ト 線 （ Gl） に も
正 常 デ ー タ 用 ゲ ー ト オ ン 電 圧 （ Von） を 出 力 し た 後 、 キ ャ リ ー 信 号 を 第 ３ ゲ ー ト 駆 動 集 積
回 路 ４ ０ ３ に 提 供 す る 。 こ の 時 、 第 １ ゲ ー ト 駆 動 集 積 回 路 ４ ０ １ は 、 自 身 の 最 後 の 端 子 に
連 結 さ れ た ゲ ー ト 線 （ Gk） に 本 充 電 の た め の 正 常 デ ー タ 用 ゲ ー ト オ ン 電 圧 （ Von） を 出 力
し て か ら 、 キ ャ リ ー 信 号 を 第 ２ ゲ ー ト 駆 動 集 積 回 路 ４ ０ ２ に 提 供 す る 。 し た が っ て 、 こ の
期 間 中 に は 、 第 １ 及 び 第 ２ ゲ ー ト 駆 動 集 積 回 路 ４ ０ １ -４ ０ ２ に 連 結 さ れ た 三 つ の ゲ ー ト
線 が 正 常 デ ー タ 用 ゲ ー ト オ ン 電 圧 （ Von） の 印 加 を 受 け る 。 一 方 、 第 ３ ゲ ー ト 駆 動 集 積 回
路 ４ ０ ３ も ま た 自 身 の 最 後 の 端 子 に 連 結 さ れ た ゲ ー ト 線 （ Gn） に 本 充 電 用 ゲ ー ト オ ン 電 圧
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（ Von） を 出 力 し 走 査 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 こ の 時 、 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ は 、 垂 直 同 期 開 始 信 号 （ STV） に ブ ラ ッ ク デ ー タ 用 パ ル ス P２
を 再 び の せ る 一 方 、 第 １ ゲ ー ト 駆 動 集 積 回 路 ４ ０ １ に 印 加 さ れ る 出 力 イ ネ ー ブ ル 信 号 OE１
の 波 形 を 正 常 デ ー タ 用 波 形 （ I） か ら ブ ラ ッ ク デ ー タ 用 波 形 （ II） に 反 転 す る （ Ｂ 時 点 ）
。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 垂 直 同 期 開 始 信 号 （ STV） の ブ ラ ッ ク デ ー タ 用 パ ル ス P２ を 受 け た 第 １ ゲ ー ト 駆 動 集 積 回
路 ４ ０ １ 及 び キ ャ リ ー 信 号 を 受 け た 第 ３ 駆 動 集 積 回 路 ４ ０ ３ は 、 ブ ラ ッ ク デ ー タ 用 ゲ ー ト
オ ン 電 圧 （ Von） の 走 査 を 開 始 し 、 第 ２ キ ャ リ ー 信 号 を 受 け た 第 ２ ゲ ー ト 駆 動 集 積 回 路 ４
０ ２ は 、 二 つ ず つ の ゲ ー ト 線 が 組 と な っ て 同 時 に 正 常 デ ー タ 用 ゲ ー ト オ ン 電 圧 （ Von） を
出 力 す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 こ の よ う な 過 程 を 通 じ て 、 事 前 充 電 （ pre-charging） 、 本 充 電 （ main charging） 及 び
イ ン パ ル シ ブ 充 電 （ impulsive charging） の 三 つ の 充 電 が 円 滑 に 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 こ の よ う に 、 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ は 、 各 ゲ ー ト 駆 動 集 積 回 路 ４ ０ １ -４ ０ １ に 印 加 さ れ る
出 力 イ ネ ー ブ ル 信 号 OE１ -OE３ を 事 前 充 電 用 ゲ ー ト オ ン 電 圧 （ Von） の 印 加 時 点 に よ っ て 変
更 す る 。 即 ち 、 事 前 充 電 用 ゲ ー ト オ ン 電 圧 （ Von） の 走 査 が 、 一 つ の ゲ ー ト 駆 動 集 積 回 路
４ ０ １ -４ ０ ３ か ら 次 の ゲ ー ト 駆 動 集 積 回 路 ４ ０ １ -４ ０ ３ に 移 る と き に 、 事 前 充 電 用 ゲ ー
ト オ ン 電 圧 （ Von） の 走 査 が 移 さ れ る ゲ ー ト 駆 動 集 積 回 路 ４ ０ １ -４ ０ ３ に 印 加 さ れ て い る
出 力 イ ネ ー ブ ル 信 号 OE１ -OE３ の 波 形 を 正 常 デ ー タ 用 波 形 （ I） に 変 更 す る 。 こ れ で 、 全 て
の 画 素 の 事 前 充 電 が 正 常 に 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に よ れ ば 、 液 晶 表 示 装 置 の 特 性 に よ っ て 、 ブ ラ ッ ク デ ー タ 電 圧 （ B
） の 代 わ り に ホ ワ イ ト デ ー タ 電 圧 を 画 素 に 充 電 す る 形 態 の イ ン パ ル シ ブ 駆 動 を 実 施 す る こ
と も で き る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 ま た 、 １ フ レ ー ム 期 間 内 に 垂 直 同 期 開 始 信 号 の 事 前 充 電 用 パ ル ス が ２ 回 以 上 生 成 さ れ る
こ と が で き 、 イ ン パ ル シ ブ 用 パ ル ス の 生 成 回 数 が １ 回 ま た は ３ 回 以 上 で あ る こ と も で き る
。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 例 に つ い て 詳 細 に 説 明 し た が 、 本 発 明 の 権 利 範 囲 は こ れ に
限 定 さ れ ず 、 特 許 請 求 の 範 囲 で 定 義 し て い る 本 発 明 の 基 本 概 念 を 利 用 し た 当 業 者 の 様 々 な
変 形 及 び 改 良 形 態 も 本 発 明 の 権 利 範 囲 に 属 す る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の ブ ロ ッ ク 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 一 つ の 画 素 に 対 す る 等 価 回 路 図
【 図 ３ ａ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ っ て 印 加 さ れ る デ ー タ 信 号 と 出 力 イ ネ ー ブ ル 信 号 、 垂 直 同
期 開 始 信 号 及 び 各 ゲ ー ト 信 号 に 対 す る 波 形 図
【 図 ３ ｂ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ っ て 印 加 さ れ る デ ー タ 信 号 と 出 力 イ ネ ー ブ ル 信 号 、 垂 直 同
期 開 始 信 号 及 び 各 ゲ ー ト 信 号 に 対 す る 波 形 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ９ 】
３ ０ ０ 　 液 晶 表 示 板 組 立 体
４ ０ ０ 　 ゲ ー ト 駆 動 部
４ ０ １ ～ ４ ０ ３ 　 ゲ ー ト 駆 動 集 積 回 路
５ ０ ０ 　 デ ー タ 駆 動 部
６ ０ ０ 　 信 号 制 御 部
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８ ０ ０ 　 階 調 電 圧 生 成 部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ ａ 】 【 図 ３ ｂ 】
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